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論文内容の要旨
吸収冷凍機は冷媒にフロンを用いないため、オゾン層に負荷を与えない非フロン空調システムとして沖.
目されている。その中にあって、家庭に設置できる小型状の吸収冷凍機の開発が期待されている。しかし
ながら、家庭用述として軽量で高性能な、しかも経済性の高い小型吸収冷凍機については、これまで実同
化されていない。
本論文は、家庭用吸収冷凍機として使用できる小引・高性能機の開発を同的として、峡収性能評価に基
づく吸収器の小型・高性能化、界面活性剤の添加による吸収促進効果の解折、新規の腐食抑制刑の探索と
作用解析、小型・高件.能な股収冷凍機の実用機開発に関する研究をまとめたものである。
第1章では、吸収器の小型・両.性能化研究と小型吸収冷凍機の実用化に関する現状について概説し、本
研究の背景と同的、忘義について述べた。
第2章では、水平平滑伝熱管群よりなる流下液膜式服収器内の前液流動状況の可視化観察や局所的な漏
度分布測定により、平均および局所の吸収熱交換特性を把握するとともに界面活性剤添加が吸収面積の拡
大に寄与することを見いだした。
第3章では、管ピッチを変化させて、伝熱管群上の吸収液の流動状態を可視化観察すると同時に、伝熱
管上や管問のi毘度を測定することによって、管ピッチの違いによる液膜流動状態の変動と吸収伝熱性能を
評価した。そして昼適性能の管ピッチを明示した。
第4章では、流下液膜および.静止液膜を対象とした臭化リチウム水溶液の熱流動状態の観察から、界面
活性剤添加による吸収器性能の向J:.は、界面活性刑の添加濃度に密接に関係し、発生するマランゴニ対流
によるものであることを指摘した。
第5章では、小型の吸収冷凍機に有効な新規腐食抑制剤の作用メカニズムと最適設計について検討を行
い、孔食などの局部腐食の防止、腐食による水素ガス発牛の抑制に有効である新しい腐食抑制剤を見いだ
したo
第6章では、これまでの知見を応用し、 7k-臭化リチウム系の小型家庭用吸収冷凍機の実用化開発研究
を試み、小刑化、軽量化、高性能化、および低環境負荷牲が達成でき、開発機の実同性を示し得た。
第7章では、アンモニアー水系吸収冷凍機の小型・高性能化に関して理論と試作機により検討した。そ
の結果、新規の要素開発と主要な要素の最適設計により、サイクル効率を向上させるとともに、機誌の小
型・高性能化が達成できることを指摘した。
最後に、第8章では、以上の研究結果を要約した。
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論文審査の結果の要旨
見化リチウム・アンモニアなどが水に吸収されるときの大きな吸収熱を利用した吸収冷凍機は、その優
れた冷凍特性から大規模施設で広く用いられてきた。しかし、吸収器の小型化ができず家庭用には適して
いなかった。本論文は、小引で高性能な家庭用殴収冷凍機を開発する目的で、吸収のメカニズムおよびそ
の促進・吸収需の構造と伝熱特性との関係などについて、熱・物質移動工学の立場から検討するとともに、
実用化には不ロJ欠な腐蝕の抑制について検討し、実用機を開発するに~った成果をまとめたものである。
まず、水一臭化リチウム系吸収器の伝熱管上の流動現象の可視化と温度の実測により、 JClJ所の吸収・伝熱
特性を検討し、吸収・伝熱促進には、流下吸収液による伝熱管ヒの実質濡れ面積を増加させる必要があり、
界市活性剤の添)Jnが有効であることを見いだしている。その性能向上は、主に、添加によって引き起こさ
れるマランゴニ対流に起悶することを明らかにしている。ついで、管ピッチが吸収・伝熱性能に与える影
響を実験的に検討し、管9[Jが街着したときが最適な吸収・伝熱性能になることを見いだしている。その結
果から、管ピッチを考慮した吸収認の小烈化肢術を提案している。主らに、水一臭化リチウム系吸収冷凍
機に有効な新規腐食抑制剤の作用メカニズムと抑制剤の最適設計について検討を什い、水酸化リチウム、
亜硫酸ナトリウムと塩化アンチモンの3成分を混合して用いることが、孔食などの局部腐食の防止、腐食
によるノk素ガス発生、および.異種金属聞のマクロセル腐食の抑制に有効であることを明らかにしている。
以 kの知見をもとに、水一巣化リチウム系の小引家庭用岐収冷凍機の実用化開発を行っている。その結果、
従来の大担・中W~機と比較して、単位冷房能力あたりの容積で約 4 分の l の小型化、重量で約 2 分の l の
軽量化を達成している。
以上のように本論文の著者は、吸収・伝熱機構を詳細に解明し、小塑吸収冷凍機の開発の基礎を確¥J.し
ているのこれらの成果は将来の省エネルギー型の新たな家庭用小聖吸収冷凍機の開発技術を提供するもの
であり、熱工学、特に冷凍_L学の発展に寄与すること大である。よって本論文の著者は博士(工学〉の学
的を受ける資格を有するものと認める。
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